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に、     「杏花楼」を創⽴立した時の店は２
階の⽊木造建築である。この２階の建築を
基本形にして、シンボルマックにする。
「杏花楼」は上海の地域ブランドとし
て、上海をアピールし、上海のモダン感
も込むため、上品的な単線で⼿手絵画⾵風に
して、歴史とモダンを組み⽴立てる。「杏
花楼」の字も１８５１年のまま使って、
下は上海の地域性と「杏花楼」の歴史を
表すため、英語の「SHANGHAI」と 
「SINCE1851」を記⼊入し、ロゴタイプを
作った。 !!!!!! !
それは「杏花楼」の新しいマーケット
の開発と⽼老舗振興を視野に⼊入れ、商品の
位置づけを⾒見直すことに⼀一⽯石を投じた
い。 
「杏花楼」は上海の地域ブランドとし
て、上海をアピールし、上海のモダン感
も込む。 
⾼高質感の商品を伝えるため、中国の伝
統⾊色を使うと思う。餡を作る材料は普通
の物と有機栽培を区別するため、２⾊色に
表す。⾚赤と⾦金は中国⼈人が好きな⾼高級⾊色
で、吉という意味があって、中秋節のお
祝いと⽉月餅の美味しさを伝えている。
環境を優しい材料を使って、隙間はで
きるだけ⼩小さめにするのをていあんす
る。過剰包装を少しが解決するようにデ
ザインのほうから⾼高級感を表現する。
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